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特集「社会課題を解決するコラボレーション技術と
ネットワークサービス」の編集にあたって

市川 裕介1,a)

2019年 12月に初めて報告された新型コロナウィルス感

染症（COVID-19）のパンデミックに伴う外出自粛など，

人々の行動が制約された結果，テレワークを支えるための

ICTサービスが急速に普及し，これまでのコラボレーショ

ン技術，およびネットワークサービスに関する研究成果によ

り実現されるリモート社会の価値が認識されるものとなっ

た．コロナ禍が起こる以前から，日本政府は「Society5.0」

を提唱し，その中で多様な働き方を実現するためテレワー

クの普及を推進してきたが，その普及が進む一方で，ICT

リテラシーの格差，セキュリティの問題，情報化の壁など，

リモート社会の新たな課題も顕在化することとなった．経

済発展と社会的課題の解決の両立の実現に向けては，これ

らの課題を解決するために，コラボレーション技術とネッ

トワークサービス技術のさらなる進化の重要性がさらに増

すものと考える．

このような状況認識に基づき，情報処理学会論文誌にお

いて「社会課題を解決するコラボレーション技術とネット

ワークサービス」特集号を企画した．本特集において時宜

を得て迅速に関連する研究論文を一括掲載することによ

り，社会に成果を公開・共有し，グループウェアとネット

ワークサービスに関する研究のいっそうの発展に寄与する

ことを目指した．

本特集号には，31件の論文が投稿された．2021年 4月に

第 1回編集委員会を開催し，投稿論文が特集号のテーマに

合致しているか審議した．同年 6月に第 2回編集委員会，

9月に第 3回編集委員会を開催して査読報告を審議した．

その過程で残念ながら 1件が著者から取り下げとなり，最

終的に 13件が採録，17件が不再録と判定された．採択率

は 42%となった．このうち 2件は英文論文，内 1件はテク

ニカルノートである．

採択論文の内容はコラボレーション技術やネットワーク

サービスの最先端の応用に関するものが中心である．そこ

に省エネルギーや医療・福祉支援，販売業務支援に関する

論文も加わったことで，文字どおり「社会課題を解決する

コラボレーション技術とネットワークサービス」特集号と

しての役割を果たすことができたと考えている．
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採録された論文はいずれも優れた内容を有しており，こ

れからのグループウェアとネットワークサービスの研究開

発の発展に寄与することを期待している．今回残念ながら

不採録になった論文の中にも興味深いアイディアを提案し

ているものが多かった．編集委員会では，今後の再投稿を

期待し，丁寧にコメントを返すことを心掛けた．

最後に本特集号の編集にあたり，優れた論文を投稿して

いただいたすべての著者の貢献にお礼を申し上げたい．ま

た，予定どおり発刊できたのは，多忙の中，短期間の査読

に協力いただいた査読者の方々，伊藤淳子，東孝文，両幹

事をはじめとする編集委員，学会関係者の多大なご尽力の

おかげであり，ここに心から感謝申し上げたい．
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